議案61号　一般会計補正予算では
1．保育園民営化のための園舎改築費用。
　　　　　　　　　２．不妊治療のための助成金

　　　　　　　　　３．川止めブンブン創作事業補助金

この3点の支出について、私は以下のように疑問を抱いています。

1． 保育園民営化については熟度に達していない中で、急ぎすぎた決定のように思います。桜井市長は今まで市が行ってきた仕事を積極的に民間委託や民営化を進めてきています。それが行政改革だということですが、官から民への移行はそこにかかわる人々にとっては私的な面でも、公的な面でも利害の変化を生みます。そのとき、当事者への説明と合意は最も重要のものです。質疑等で明らかになったのですが、当局は当事者への説明は十分行ってきたということです。しかし、いまだ全面的な合意とはいえない状況と思われます。このような段階で、現園舎の補修、改造を行い，その後、民間経営者に土地はただで貸し、園舎はただであげてしまう計画のようです。市の財産としての保育園を民間へ無償供与してしまうことも納得できないという声もあります。保育園の民営化は時間的猶予が必要であり、そのための改築費用の支出は時期尚早と判断します。

2． 次に不妊治療のための助成金についてです。不妊治療への助成金を少子化対策として基礎自治体が支出することに疑問を持っています。その理由は

1． 体外受精や顕微授精の技術の進歩は目覚しく、凍結卵子や精子をも取り扱うこと

が可能になっています。配偶者間以外の受精も行われています。本助成金はこれらの倫理的な問題を基礎自治体が積極的に促進させようとすることになるのではないか。
2． 納税の段階で、一般的な医療控除と助成金の取り扱いが明確にされていないのではないでしょうか。

3． 個人情報として、その取り扱いは極めて難しい点がある一方で、税の使途の透明性が求められています。当局として、その矛盾点を解決していないのではないでしょうか。

4． この助成制度を設置することにより、生まない選択をした女性や夫婦への社会的圧力をひきおこすことにならないか懸念します。
　　以上の理由から、基礎自治体として助成を行う事業ではないと判断します。

3． 次に川越しブンブン補助金についてです。

エネルギッシュなダンスで若者を巻き込んで町に活力をよみがえらせるという取り組みはすばらしいと思います。ただ、この補助金が通常のまちづくり支援の補助金の枠を超えて、特別扱いすることに疑義を持ちます。委員会でも十分審議しましたが、105万円の事業計画に対して100万円の補助金をつけるということは、市民団体への補助金制度としては例外的なものです。特段に配慮された補助金というイメージをぬぐえませんでした。事業内容はよくっても、その補助金の決定過程に不透明さが残ります。税の公平な使い方としては疑問が残るものです。

私は以上述べた理由により本補正予算については反対いたします。
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